
今の私を支えるもの 

それは 

たった 1つの出会い 

 

ある集まり 

9 割以上はシニア 

その中にその出会いはいた 

 

なんでだろう？ 

私はその出会いについて 

やたら調べた 

 

そして大丈夫！と腹くくり 

少ーしずつ近づく 

 

手持ち無沙汰になった時 

『やることない？』と近づく 

「あ！あなたにしかできない！このファイル作って」と出会い 

 

たぶん出会いの想像以上のものを作った 

以来少ーしずついろんな話をした 

 

障害 カラダ 気持ち 暮らし お金 生き方等々 

出会いの性別や年齢は関係ない 

私を理解してくれ 意見もやさしさも持ち合わせ 

ちゃんと向かい合ってくれる貴重な存在 

 

そんな出会いと会えなくなって 1年半過ぎた 

共に過ごした時間に今は泣き笑いの日々 

会いたいけど それ以上に幸せになってほしいな 

だって私の心から出会いが消えるのは 

たぶん私が旅立つ時だと思うから☆ 
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